
秋田県産業振興プラザ「創業支援室」利用許可にかかる審査要領 

 

（趣旨）  

第１条 この要領は、秋田県産業振興プラザ「創業支援室」利用要領第６条第２項に基

づき、利用許可申請のあった者への利用許可の審査に関し、必要な事項を定める。  

 

（審査方法） 

第２条 創業支援室の利用許可にかかる審査は、公益財団法人あきた企業活性化セン

ター（以下「センター」という。）の理事長が指名するセンター職員３名以上で構

成する審査会により行う。 

２ 審査会では、申請書類及びプレゼンテーション審査での質疑応答をもとに、各審

査者が第３条の審査基準により評価を行う。 

３ 前項の審査会での得点が６割以上の申請者について、得点および審査会での意見

を理事長に報告し、理事長が利用許可の可否を決定する。  

 

（審査基準）  

第３条  前条に規定する審査の評価項目及び配点は、次の表のとおりとする。 

項目 配点 

１ 事業計画の実現性 

 経営戦略が明確で、事業の実施体制が整っているか。 ５ 

 損益計画・資金計画、投資規模が的確かつ妥当か。事業の継続が見込ま

れるか。 
５ 

２ 事業計画の成長性 

 新規性・先駆性・または優位性のある事業か。 ５ 

 市場動向・規模の把握が的確か。 ５ 

３ 県内経済への波及効果 

 雇用の拡大が期待できるか ５ 

 県内産業構造上必要、または拡大が期待される分野か。 ５ 

 県内企業との新たな連携や取引などの広がりが期待できるか。 ５ 

４ 創業支援室利用の必要性 

 センターによるインキュベーション支援の必要性など、創業支援室の利

用の必要性が高いか。 

５ 

 創業支援室を利用する効果が３年で期待できるか。 ５ 

５ 申請者に対する評価 

 事業に取り組む動機や目的は明確か。また、目標達成への意欲は高い

か。 

５ 

 

 

附 則  

この要領は、令和８年９月１日から施行する。  


